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Ⅰ 新技術の解説 

１ 要旨 

相双地域では東日本大震災後からタマネギ栽培を推進しているが、雑草による被害が問題とな

っている。このため、各種雑草に対する防除技術を組み合わせ、新たな雑草防除体系を現地ほ場

において実証した結果、収穫に影響のない程度まで抑制することができた（図 1、表 1）。                                                                                                

（１） 冬生一年生雑草のカラシナに対しては選択性茎葉処理剤のベンタゾン液剤の11月下旬～1

月中旬処理（処理の目安：葉齢3葉期、最大ロゼット径約10cm）、冬生一年生雑草のヤエ

ムグラに対しては同剤の1月中旬処理（処理の目安：節数4節）を行う。 

（２） 冬生一年生雑草のノボロギクに対しては土壌処理剤のシアナジン水和剤の2月中旬～3月

処理、夏生一年生雑草のシロザに対しては同剤の3月処理を行う。 

（３） 冬生多年生雑草のイヌムギの秋出芽越冬個体と春出芽個体に対しては、選択性茎葉処理剤

のクレトジム乳剤の11月下旬処理（処理の目安：生葉数2枚、草丈約5cm）と3月中旬

処理（処理の目安：生葉数2枚）を行う。 

（４） これらの防除技術をとりまとめた「雑草防除マニュアル（仮称）」をweb上に公表予定で

ある。 

 

２ 期待される効果 

（１） 秋まき移植栽培における各種雑草を効率的に防除でき、経営の安定化が図られる。 

 

３ 適用範囲 

（１） 相双地域のタマネギ生産者 

 

４ 普及上の留意点 

（１） 栽培予定のほ場に地下茎型イネ科雑草や多年生雑草が繁茂している場合は、耕起前にグリ

ホサート系除草剤などの非選択性茎葉処理剤を使用し完全に枯殺する。 

（２） 選択性茎葉処理剤は対象雑草の生育状況に合わせて処理すること。 

（３） 土壌処理剤は対象雑草の出芽前に処理すること。 



 

Ⅱ 具体的データ等 
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図1 新規雑草防除体系 
注) 農薬使用時は最新情報及びラベルの使用方法をよく確認すること。 
※1 非選択性茎葉処理剤のグリホサートカリウム塩48%液剤（ラウンドアップマックスロード）は耕起5日前までに使用する。 
※2 土壌処理剤のジメテナミドP・ペンディメタリン乳剤（モーティブ乳剤）は定植後すぐに使用する。 
※3 選択性茎葉処理剤のベンタゾン液剤（バサグラン液剤）は、カラシナ、ヤエムグラ等の広葉雑草の発生を確認したら使用する。ただし、タマネギ生葉

4葉期までとする。 
※4 土壌処理剤のシアナジン水和剤（グラメックス水和剤）は、ノボロギク、シロザ、ヤエムグラ等の広葉雑草の発生前に使用する。 
※5 選択性茎葉処理剤のクレトジム乳剤（セレクト乳剤）は、イヌムギ等のイネ科雑草の発生を確認したら使用する。 
※6 土壌処理剤のプロスルホカルブ乳剤（ボクサー）の3月処理は、土壌処理剤のシアナジン水和剤を3月に使用した場合に省略できる。 
※7 土壌処理剤のプロスルホカルブ乳剤（ボクサー）の4月処理は、収穫45日前までに使用する。 
※8 翌年4月以降にイネ科雑草の残草が確認される場合は、必要に応じて除草（グリホサートカリウム塩48%液剤の畦間処理や手取り除草等）を行う。 
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表1 新規雑草防除体系による防除効果           (%) 

注) 被度とは、ほ場全体において各種雑草が被覆している割合のこと。 
注) 慣行防除体系は、耕起前のグリホサートカリウム塩48%液剤処理、定植直後のジメテナミドP・

ペンディメタリン乳剤（またはペンディメタリン乳剤）処理、アイオキシニル乳剤（2025年12
月現在入手不可）の3月処理、プロスルホカルブ乳剤の2～4月処理。 

※1 被度はほ場全体を目視して算出した。ほ場A：2024年6月3日調査，ほ場B：2023年5月17
日調査 

※2 被度はほ場全体をステップポイント法（畝間を5歩ごとに歩き畝上部に出現した雑草をカウン
ト（計50回），被度(%)=雑草カウント数/50×100）により算出した。ほ場A,B：2025年5月
22日調査 

ヤエムグラ シロザ ノボロギク イヌムギ その他

慣行
※1 45 <1 15 <1 12

新規※2 <1 <1 2 <1 12

慣行
※1 <1 10 50 20 5
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